
轟
畿
議
鬼
犠
縄
☆
韓

議
騒
鶴
継
韻
紙
鱗
畿
轟
零

家
庭
で
蛇
口
を
ひ
ね
っ
て
出
て
く
る

水
、
ト
イ
レ
か
ら
流
れ
て
い
く
水
、

そ

の
水
を
管
理
す
る
の
は
す
べ
て

「お
役

所
」
。

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
の
で
は

な

い
だ
ろ
う
か
。

だ
が
実
際
は
異
な
っ

て
き
て
い
る
。

三
菱
商
事
と
日
本

ヘ
ル
ス
エ
業
が
出

資
し
て
設
立
し
た
ジ
ャ
パ
ン
ウ
オ
ー
タ
ー

は
、

す
で
に
‐０
を
超
え
る
自
治
体
か
ら

水
道
事
業
を
委
託
さ
れ
て
い
る
。

広
島

県
で
は
、

自
治
体
に
よ
る
水
道
事
業

（上

水
道
）
の
民
間
委
託
を
可
能
に
し
た
水

道
法
改
正

（２
０
０
２
年
）
後
、

初
の
全

面
的
な
水
道
事
業
委
託
の
例
と
し
て
注

目
を
集
め
た
。

日
本
企
業
の
活
動
と
同
様
に
、

一
般

の
認
知
度
は
低

い
が
、

外
資
企
業
も
日

本
市
場
に
参
加
し
始
め
て
い
る
。

０２
年
に
日
本
に
進
出
し
た
仏

「ヴ
ェ

オ
リ
ア
・ウ
ォ
ー
タ
ー
」
は
０６
年
広
島
・埼

玉
両
県
で
、

「
下
水
道

の
維
持
管
理
包

括
委
託
」
で
計
３４
億
円
に
達
す
る
事
業

を
受
注
、

下
生

オ
リ
ア
黒
船
シ
ョ
ッ
ク
」

と
し
て
、

業
界
に
大
き
な
衝
撃
を
も
た

ら
し
た
。

０７
年
に
は
千
葉
県
で
下
水
道

施
設
の
包
括
委
託
契
約
、

福
岡
県
と
熊

本
県
で
上
水
道
施
設
の
事
業
運
営
を
受

注
、

実
績
を
積
み
上
げ
て
い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
全
般
で
参
入
障
壁
が
高

い

と
言
わ
れ
る
日
本
。

外
資
の
水
ビ
ジ
ネ

ス
企
業
に
と
っ
て
の
魅
力
は
何
か
？

世
界

の
水
ビ
ジ
ネ

ス
に
詳
し

い
グ

回
―
バ
ル
ウ
オ
ー
タ
よ
ン
ャ
パ
ン

（
Ｇ
Ｗ

Ｊ
）
代
表
の
吉
村
和
就
氏
は
、

「日
本
の

年
間
水
道
料
金
は
現
金
で
３
兆
円
を
超

えヽ
、
し
か
も
料
金
回
収
率
が
９８
％
と
非

常
に
安
定
度
が
高

い
。

未
払

い
の
２
％

も
、

自
治
体
が
立
て
替
え
て
く
れ
る
例

も
あ
る
。

最
近
で
は
米
Ｇ
Ｅ
や
独
シ
ー

メ
ン
ス
が
日
本
市
場
を
調
査
中
と
の
情

報
も
あ
る
。

ヴ
ェ
オ
リ
ア
の
成
功
に
は
、

日
本
を
避
け
て
い
た
外
資
の
水
ビ
ジ
ネ

ス
企
業
を
誘
引
す
る
効
果
が
あ
っ
た
」

と
分
析
す
る
。

様
ぱ

坤轡
赫
鶴
縄
気
転．

畿
鶴
簾
轡

水
イ
ン
フ
ラ
は
現
在
、

上
下
水
道
と

も
に
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

水
道

管
は
破
裂
事
故
が
頻
発
、

下
水
管
は
年

日本のよ鵡昭
進化する

ビ
ボツ講識翼

戦
の末采

日本の
“
水
"が

民営化の道を突き進んでいる。
財政難の自治体が水道事業を単独で担えない

時代に入ったのだ。生活に必須の水。
これを安定させるべく、民活導入が進み、

水ビジネス企業が存在感を増している。日本と世界の
水ビジネスをめぐる知られざる現状を探った。

取材=玉居子精宏 写真=繕部春雄

外資ヴェオリア率いるグループが管理する千

葉県の施設 (花見川第2終末処理場・左ベー

ジ囲み参照)



どうなる日本の機ソ■

間
約
５
０
０
０
件
の
陥
没
事
故
が
発
生

し
て
い
る

（
ア
議
鵡
容
量

。
日
本

の
地

下
を
走
る
水
道
管
の
距
離
は
約
６０
万
キ

ロ
。

こ
の
う
ち
約
４
割
が
布
設
か
ら
２０

年
を
経
る
な
ど
老
朽
化
が
進
む
。

こ
の
老
朽
化
の
問
題
に
加
え
、

上
下

水
道
の
維
持
管
理
に
あ
た
る
技
術
者
が

不
足
し
始
め
て
い
る
。

「水
道
統
計
衣
平

成
１７
年
度
）
に
よ
れ
ば
、

水
道
事
業
者

の
職
員
約
５
万
５
０
０
０
人
中
、

５０
歳

以
上
６。
歳
未
満
が
２
万
１
０
０
０
人
と

な
っ
て
い
る
。

前

出

の
Ｇ

Ｗ

Ｊ
吉

村

氏

は
、

「
公

共
事

業

費

は
年
５

％

の
割

合

で
減

少

し
、

１
９
９
５
（
平
成

７
）
年

に

４
兆
８
０
０
０
億
円
あ
っ
た
下
水
道
市

場
も
現
在

で
は
２
兆
円
以
下
に
縮
小

し
た
。

喜

つ
い
っ
た
外
部
の
厳
し
い
状

況
に
あ
っ
て
も
業
界
の
再
編
は
ま
っ
た

く
進
ま
な
か
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。

「
０４

年
に
東
レ
が
水
道
機
工
を
買
収
、

昨
年

は
ヴ
ェ
オ
リ
ア

（仏
）
が
西
原
環
境
テ
ク

ノ
回
ジ
ー
を
傘
下
に
、

日
本
ガ
イ
シ
と

富
士
電
機
が
９５
億
円
出
資
す
る

『メ
タ

ウ
ォ
ー
タ
ー
』
が
こ
の
４
月
に
ス
タ
ー
ト

と
、

再
編
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
」

上
下
水
道
事
業
の
主
体
で
あ
る
自
治

体
は
財
政
難
で
建
設
・
運
営

コ
ス
ト
の

削
減
は
必
至
。

そ
こ
で
頼
る
べ
き
は
民

間
活
力

（民
活
）
で
あ
り
、

業
務
の
委
託

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

あ
る
業
界
関
係
者
は
、

「
運
営
上
の

コ
ス
ト
増
を
料
金
に
転
塚
可
能
で
あ
れ

ば
、

従
来
通
り
自
治
体
に
よ
る
直
営
も

で
き
る
だ
ろ
う
が
、

そ
れ
は
で
き
な
い
」

と
指
摘
す
る
。

そ
う
で
あ
る
以
上
、

民

間
の
経
営
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
事
業

効
率
の
向
上
を
通
じ
、

事
業
の
安
定
を

図
る
し
か
な
い
。

Ｐ

Ｐ

Ｐ

（
官

民

連

携

↓
Ｆ

σ
言

可
【↓く
い
ざ

珂
い
ユ
コ
ｏ
あ
〓
で
の

一略
。　

民

間
〕

資
金
活
用
を
行
う
Ｐ
Ｆ
Ｉ
＝
雫
一志
ぼ

コ
言

語

旦

吾

↓坐

ふ

を

含

む

）
は

小

泉

政
権
が
掲
げ
た

「小
さ
な
政
府
」
に
か

な
う
考
え
で
あ
り
、

手
法
だ
。

た
だ
、

こ
と
水
と
な
る
と
、

民
活
導

入
に
対
し
、

「民
間
が
や
る
と
水
道
料
の

値
上
げ
が
簡
単
に
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う

だ
」
と
の
不
安
も
出
そ
う
だ
。

だ
が
、

同

[図表1]これからピークを迎える水道施設の更新需要

轟
黒タテ盛

辞
ゑ鐙ピ

外資参入一一国内の外資アレルギー

は根強い状 日常に欠かせない
“
水

"

となればさらに強くなりそうだ。仏ヴェ

オリアと傘下企業からなる「VSNグ ルー

ブ」が受注した 「花見川第2終末処理

場」維持管理包括委託の発注者・千葉

県に話を聞くと、「住民から特別な反応

はない」(県土整備部)と のこと。「W

TO(世 界貿易機関)ル ールに従い、

海外での実績も日本のそれと同等に見

るため、入札で
“
外資

"を
問題視する

ことはなかった」という。

この千葉県での入札では5事業体中

ヴェオリアは価格面でトップの評価を受

けた。また去る2月も千葉市で下水道

事業を1件落札した状 このときもヴェ

オリアを含むグループは価格面で強さ

を見せた。

このグローバル企業が持つ価格競争

力は何に由来するのか? 疑 問を解く

カギは合理化にあるようだ。業界関係

者によると、ヴェオリアはlT機器の導

入や施設内の清掃など外注可能な業務

は外注してコストを圧縮、合理化を図っ

ているという。運営の本質ではなく方

法を積極的に変える手法を採っている

と言えそうだ。

円)υ

Ｏ
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出所:厚生労働省「水道ビジョン」

[図表2]下 水道の陥没事故の危険性
(万km)
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←うなる日本の議話!?

料
金
は
自
治
体
首
長
の
了
解
の
も
と
、

議
会
の
議
決
が
必
要
な
た
め
、

委
託
を

受
け
た

一
私
企
業
の
事
情
だ
け
で
進
む

話
で
も
な
い
。

ま
た
上
下
問
わ
ず
水
は
生
活
や
環
境

と
密
接
に
か
か
わ
る
た
め
、

安
全
性
と

い
う
ハ
ー
ド
ル
も
課
さ
れ
る
が
、

あ
る

自
治
体
か
ら
委
託
を
受
け
た
企
業
関
係

者
に
よ
れ
ば
、

水
質
管
理
な
ど
で
変
更

点
は
な
く
、

自
治
体
側
か
ら
の
監
督
と

チ
ェ
ッ
ク
も
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

轡

懇
縄
轟

畿
ゴ

ゆ

す
ぐ

厚
生
労
働
省
は
２
０
０
４
年
、

「
水

道
ビ
ジ
ョ
三ヽ

を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
日

本
の
上
水
道
の
あ
る
べ
き
将
来
像
を
描

く
も
の
で
、

こ
こ
で
民
活
導
入
も
水
道

事
業
が
取
り
得
る
選
択
肢
と
し
て
明
示

さ
れ
た
。

他
方
、

下
水
道
を
監
督
す
る
国
土
交

通
省
で
も
民
活
導
入
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

０４
年
に
、

下
水
道

の

「
維
持
管
理

に
お
け
る
包
括
的
民
間
委
託
の
推
進
」

を
各
自
治
体
に
通
知
、

「委
託
の
積
極

的
な
推
進
を
要
請
」
し
て
い
る
。

上
下
と
も
に
水
道
は
民
間
委
託
推
進

が
明
確
に
既
定
路
線
で
あ
る
以
上
、

外

資
参
入
も
進
む
。

「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
が
広
が
る
な
か
、

外
資
の
持

つ
価
格
競
争
力
は
強
み
だ
。
さ
ら
に
彼

ら
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
力
が
あ
り
、

国

内
で
水
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
企
業
が
借
り

ら
れ
な
い
額
を
動
か
せ
る
」
（Ｇ
Ｗ
Ｊ
吉

村
氏
）
た
め
、

外
圧
を
云
々
す
る
う
ち
に

も
、

日
本
の
上
下
水
道
市
場
は
開
か
れ

て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

畿
騨
が
畿
鶴
鶴

轟
轟
鶉
懸
畿
畿

外
資
参
入
や
企
業
の
洵
汰
、

業
界
再

編
と

い
っ
た
言
葉
か
ら
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
イ
メ
ー
ジ
も
つ
き
ま
と
う
。

だ
が
日
本

の
外
を
見
れ
ば
、

水
ビ
ジ
ネ
ス
の
沃
野

が
立
ち
現
れ
る
。

Ｇ
Ｗ
Ｊ
吉
村
氏
に
よ
れ
ば
、

今
後
世

界
の
平
均
的
な
経
済
成
長
率
が
５
％
と

見
込
ま
れ
、

水
関
連
機
器
市
場

（浄
水
。

排
水
）
で
は
６
～
‐２
％
、

特
に
ア
ジ
ア

は
１０
％
の
伸
び
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

世
界
有
数

の
水
関
連
技
術
を
持

つ

日
本
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
で
き
る

フ
ィ
ー
ル
ド
が
こ
こ
に
は
あ
り
、

な
か
で

も
水
か
ら
不
純
物
を
取
り
除
く

「膜
ろ

過
技
術
」
で
は
群
を
抜
く
。

海
水
淡
水
化
な
ど
に
使
わ
れ
る
Ｒ
Ｏ

（逆
浸
透
）
膜

で
世
界
３
強
の

一
角
を

占
め
る
東

レ
の
場
合
、

「海
水
淡
水
化

で
は
中
東
と
地
中
海
沿
岸
諸
国
、

下
水

再
利
用
向
け
と
し
て
は
中
東
、

中
国
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
強

い
需
要
が
あ
る
」

（同
社
広
報
部
）
と
み
る
。

同
社
は
、

全

種
類
独
自
開
発
に
よ
る
水
処
理
膜
を
持

つ
唯

一
の
メ
ー
カ
ー
と

い
う
点
で
強
み

を
持

つ
。

同
グ
ル
ー
プ
で
は
、

水
処
理
事
業
全

般
で
、

売
上
高
を
０７
年
の
４
２
０
億
円

か
ら
２
０
１
５
年

に
は
１
０
０
０
億
円

以
上

へ
伸
ば
す
意
気
込
み
だ
。

こ
れ
も

「
２
０
２
５
年

に
は
世
界

の

上
下
水
道
事
業
で
は
、

年
間
需
要
が
０５

年
の
５０
兆
円
か
ら
１
０
０
兆
円
規
模
に

な
る
」
（東

レ
推
定
）
と
い
う
、

世
界
全

体
の
確
実
な
人
口
増
加
と
水
需
要
の
上

昇
を
見
込
ん
で
の
こ
と
と
言
え
る
。

替
畿
ザ
静
轡
イ
寵
、

議
レ
タ
畿
鶴
赫
轡

さ
ら
に
日
本
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
の

海
外
進
出
に
は
、

国
を
挙
げ
て
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
も
期
待
で
き
る
。

来
る
７
月

に
迫

っ
た
Ｇ
８
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
。
こ
こ
で
日
本
が
培

っ
た
水
関
連
の

技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
動
き
が
あ
る
。
自
民
党
の
「水
の
安

全
保
障
研
究
会
」
（会
長
。中
川
昭

一
元

農
水
相
）
が
そ
の
中
心
だ
。

日
本
は
世
界
平
均
を
下
回
る
降
水
量

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

水
を
安
定
供
給
し
、

下
水
処
理
に
よ
り
少
な
い
資
源
を
有
効

利
用
す
る
技
術
を
磨

い
て
き
た
。

翻

っ

て
世
界
の
水
は
不
安
が
大
き
い
。

同

研
究

会

の
設

立

趣

旨

で
は
、

「
１０
億
～
２０
億
人
が
深
刻
な
水
ス
ト
レ

ス
」
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
世
界
の
現
状

洲くイギリス
サッチャー政権下の1989年 に完全民営化。料

金 。顧客サービスは規制機関を設け、水質管理

は環境庁 (スコットランド、北アイルランドを除

く)。

||フ ランス

自治体固有の業務とされ、その裁量に任されて

いるため公営と民間委託が並存。2001年 時点

で人口に対し790/。が民間に委託されている。

日1中国
WTO加 盟時の取り決めで市場を開放。中国

側は外国の水関係企業 ・投資家の中国進出を

歓迎するとし、仏ヴェオリア・22プ ロジェクト(約

1兆円)、仏スエズ。21プ ロジェクト(約9000億

円)など、外国企業が活発に上下水道事業に参

画している。

出所 :『水道サービスが止まらないために』(時事通信社)
を基に編集部でまとめ



を
指
摘
、

「気
候
変
動
に
伴
い
、
さ
ら
に

数
億
人
単
位
が
深
刻
な
水
不
足
に
直
面

す
る
」
と
述
べ
、

温
暖
化
が
焦
点
と
な

る
サ
ミ
ッ
ト
で
、

日
本
の
能
力
を
訴
え

る
構
え
だ
。

Ｇ
Ｗ
Ｊ
吉
村
氏
は

「汚
水
を
ク
リ
ー

ン
に
す
る
技
術
が
温
暖
化
防
止
に
役
立

つ
。

汚
水
を
処
理
し
、

そ
の
Ｃ
０
２

排
出

権
を
得
る
べ
き
」
と
強
調
す
る
。

汚
水
に
は
Ｃ
Ｏ
そ

メ
タ
ン
ガ
ス
、

亜

酸
化
窒
素
が
含
ま
れ
る
。

温
暖
化
係
数

は
Ｃ
０
２
を
１
と
す
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
２‐

倍
、

３
１
０
倍
だ
。
こ
の
厄
介
な
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
日
本
の
ク
リ
ー
ン

技
術
を
投
入
す
る
こ
と
で
、

ひ
い
て
は

温
暖
化
防
止
に
も
貢
献
で
き
る
。

寵
舞
適
癒
鑓
蘭
簿
施
チ
醸

鶴
翁
曲
綾
ゎう

ぞ
韻
騒
ヤ

日
本

の
個

々
の
技
術
は
売

り
込
め

る
。

だ
が
外
国
企
業
の
よ
う
に
水
道
事

業
を
丸
ご
と
で
請
け
負
う
ス
タ
イ
ル
は

こ
れ
か
ら
先
の
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

「日
本
企
業
が
単
独
で
上
下
水
道
事
業

を
運
営
し
た
経
験
が
皆
無
」
（
Ｇ
Ｗ
Ｊ

吉
村
氏
）
の
た
め
で
、

技
術
面
で
の
強

さ
が
、

日
本
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
総
合
的

な
強
み
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
の
だ
。

一
方

の
仏
ヴ

ェ
オ
リ
ア
、

仏

ス
エ

ズ
、

英

テ
ム
ズ
ウ
ォ
ー
タ
ー
と

い
っ
た

グ

回
―
バ
ル
企
業
に
は
経
験
が
あ
る
。

１
９
８
０
年
代
か
ら
海
外
で
の
包
括
的

な
水
道
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
き
た

彼
ら
は
、
ト
ー
タ
ル
で
水
道
事
業
が
で

き
る
。

上
下
水
道
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
捉
え
、

処
理
す
べ
き
水
量
か
ら
水
質
維
持
、

供

給
と
い
っ
た
課
題
や
料
金
回
収
ま
で
含

め
た
全
体
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
持

っ

て
い
る
の
だ

（圏
表
８
）
。

件

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０

こ
れ
に
対
し
て
日
本
は
Ｏ
Ｄ
Ａ

（政

府
開
発
援
助
）
で
水
道
施
設
を
つ
く
っ

て
も

「箱
物
」
ど
ま
り
だ
。

施
設
の
維
持

管
理
は
フ
ラ
ン
ス
企
業
な
ど
外
国
勢
に

委
ね
ら
れ
、

日
本
企
業
の
参
加
は
期
待

で
き
な
い
。

ア
ジ
ア
現
地
で
は
日
本
が

つ
く
っ
た
水
道
で
も

「フ
一７
／
ス
が
く
れ

た
水
」と
い
っ
た
認
識
も
広
ま
っ
て
い
る
。

Ｇ
Ｗ
Ｊ
吉
村
氏
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、

「ヒ
モ
つ
き
援
助
と
し
て
、

維
持
管
理
も

含
め
、

技
術
者
ま
で
つ
け
て
し
ま
う
方

が
国
益
に
か
な
う
」
と
持
論
を
語
る
。

Ｔ
こ
の
ま
ま
で
は
日
本
企
業
は
海
外
で

仏
企
業
に
買
い
た
た
か
れ
て
い
る
納
入

業
者
と
な
り
か
ね
な
い
」
。

世
界
的
に
水
資
源
を
め
ぐ
る
状
況
が

厳
し
く
な
る
中
、

水
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す

る
期
待
は
高
ま
っ
て
い
る
。

喜
電
力
、

証

券
、

ガ
ス
と
い
っ
た
分
野
の
企
業
が
水

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
」
（Ｇ

Ｗ
Ｊ
吉
村
氏
）
の
だ
。

投
資
の
分
野
を
見
渡
せ
ば
、
ク

水
ク

は
金
融
商
品
に
も
な
っ
て
お
り
、

江ヽ
目

度
は
高

い
。

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
投
信
が

コ
二

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
コ
・ウ
ォ
ー

タ
ー
・
フ
ァ
ン
ド
〔フ
ル
ー
ゴ
ー
ル
ド
と
を
、

野
村
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

「ワ
ー

ル
ド
・ウ
ォ
ー
タ
ー

・
フ
ァ
ン
ド
」
を
、

日

興
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

「ク
回
―

バ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ァ
ン
ド
」
を
設
定
・

運
用
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
組
入
銘
柄
の
上
位
を
見

る
と
、

ヴ
ェ
オ
リ
ア
や
ス
エ
ズ
と
い
っ
た

世
界
的
な
水
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
の
ほ
か
、

「
フ
ル
ー
ぃコ
ー
ル
ド
」
に
は
東
レ
と
栗
田

工
業
が
入
る
。

世
界
的
な
需
要
の
上
昇

を
受
け
、

水
に
関
わ
る
企
業
は
必
然
的

に
投
資
対
象
と
し
て
、

一江
目
を
集
め
て

い
る
と
言
え
よ
う
。

水
道
施
設
は
自
治
体
の
責
任
で
設
置

し
、

事
業
の
責
任
を
自
治
体
が
負
う
形

態
は
、

今
後
も
変
わ
ら
な

い
。

だ
が
民

間
企
業
の
事
業
領
域
・役
割
は
広
が
っ

て
い
く
。
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
あ
り
方
を
考
え
れ

ば
こ
れ
は
必
然
だ
ろ
う
。

企
業
に
と
っ

て
こ
の
分
野
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

は
拡
大
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
縮
小
す

る
こ
と
は
な
さ
そ
う
だ
。

米
商
務
省
の
調
査

（２
０
０
２
年
）
に

よ
れ
ば
、

日
本
市
場
は
上
下
水
道
料
金

収
入
６
兆
円
超
で
ア
ジ
ア
最
大
規
模
。

こ
の
市
場
は
内
外
企
業
に
と
っ
て
魅
力

と
な
ろ
う
。

内
で
始
ま
っ
た
民
間
参
入
、

水
ビ
ジ

ネ
ス
業
界
の
再
編
、

外
に
は
日
本
企
業

の
チ
ャ
ン
ス
も
開
け
て
い
る
。

い
ま
や
水
は
金
融

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
対

象
に
な
る
時
代
だ
。

長
ら
く
続

い
た
水

の
管
理
は

「お
役
所
」
だ
と
す
る
単
純

な
見
方
は
上
下
水
道
施
設
と
同
じ
く
、

そ
ろ
そ
ろ
更
新
す
べ
き
時
期
に
差
し
か

か
っ
て
い
る
。

[図表3]世 界の上下水道分野におけるPPPの 推移

198586 87 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 992C10001 02 03 04(4羊 )

出所 :OECD

譲 スエズ(仏)

Ⅲ ヴェオリア(仏)

テムズ(英)

■ラ・ソー(仏)
■アングリアン(英)
■バイウォーター(英)
■ハイダー(英)

暇アズリックス(英)

緞セブントレント(英)

紙ユナイテッド・

ユーシ リティーズ(英)
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